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文部科学省による ICT人材育成プロジェクト研究は終了したが、 r 1 C T人材の育成」は

本校工学システム・情報科学系列において取り組んでいかなければならない重要な課題である。

ここでは、 sppによる連携を活用した ICT人材の育成として、企業との連携である r1 C 

T就業体験J、大学との連携である r1 C T合宿」、 r 1 C T体験セミナーj を取り上げる。

キーワード ICT人材育成プロジェクト SPP 1 CT就業体験 ICT合宿

ICT体験セミナー

1.はじめに

文部科学省は、情報コミュニケーション技術(IC T) 

分野における高度な人材の育成について、高等学校段階

から推進していくため、平成 16年度より r1 C T人材

育成プロジェクト」を実施した。これにより、平成 16 

年度に 10校、平成17年度に5校の15校が「スーパ

-ICTハイスクール」に選ばれ、独創的なソフトウェ

アの開発など、 ICT分野の高度なクリエーターを育成

するため、優れた人材を、高校生の中から発掘し、その

成長を支援した。

筑波大学附属坂戸高等学校「総合科学科」工学システ

ム・情報科学系列は、平成17'"'-'19年度にかけ「総合

学科における ICT人材育成プロジェクト」のタイトル

で研究指定を受けた。

総合学科における ICT人材の育成は、 「開発された

情報コミュニケーション技術(1 C T)をどのように使

いこなすか、さらには、どのような ICTがユーザーの

ニーズに応えられるかを広い視野に立って総合的にマネ

ジメントできる人材の育成Jとの視点で取り組んだ。研

究概要を表すイメージを図 1に示す。

2. S P Pを活用した ICT人材育成

文部科学省による ICT人材育成プロジェクト研究は

終了したが、 r 1 C T人材の育成」は工学システム・情

報科学系列において取り組んでいかなければならない重

要な課題である。ここでは、 sppによる連携を活用し

たICT人材の育成として、企業との連携である r1 C 

T就業体験」、大学との連携である r1 C T合宿J、

r 1 C T体験セミナー」を取り上げる。

3. S P Pについて

s P P (サイエンス・パートナーシップ・プロジェク
ト)とは，科学技術振興機構が実施している事業であ

る。

文部科学省の「次代を担う人材への理数教育の拡充」

施策の一環として、学校と大学・科学館等の連携によ

り、児童生徒の科学技術、理科・数学(算数)に関する

興味・関心と知的探究心等を育成することを目的とす

る。

本校は平成 19年度から森林総合研究所多摩森林科学

園と連携し、生物資源・環境科学系列において森林体験

プログラムに関する体験的・問題解決的な活動を中心と

した学習活動を行っている。平成21年度は「総合学科

の特色を生かしたキャリア意識の形成Jをテーマとし、

すべての系列において大学・研究所・ NPO法人・企業

と連携した実験・実習・特別授業を実施した。

4. I CT就業体験:企業との連携

(1) rlCT就業体験」の目標

①学校における授業では学びにくい、先端の情報に関

する技術を産業界から学び、 ICTプロスペクト等

今後の学習に活かす。

②働くことを通じて社会に対する認識を深める。

( 2 )平成21年度の実施要項

1 )内容:①PCハードウエア分解、組み上げ

②PCセットアップ作業

③ICTに関する最先端分野についての講

義等

2)日時:平成21年7月27日(月)--3 1日(金)

5日間 9:00--17:45 
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(総合学科における |CT人材育成プロジェクド)

本校の目指した ICT人材
0単にネットワークの知識があったり、ハードウェアの知識があることより r1 C Tをこ
んな風に応用したしい・¥できるのではないか・・・」などと感じたり、考えたりすることが
大切。技術的なスペシャリストではなく、幅広い科学的な興味・関心を持ち、社会の変化
や科学技術の発達に柔軟に対応できる人、創造的に ICTを利用する人材を育成する。
0本校の ICT人材は、「産業社会と人間Jや本校開発科目「産業理解J、「起業基礎」、
「卒業研究」、総合学科ならではの専門科目の選択の基に育まれる。

r'一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一、
開発した科目や活動 i 

iO開発科目 r1 C T活用J2単位:工業科、情報科、商業科の連携による合科型科目 j 
!OICTプロスベクト ICT見学などにより興味を持った技術の動向を、生徒各々が ! 

予想しレポートする活動 主に授業時間舛に行われる取り組み ! 
lOICT合宿:r 1 C T実践 1'"'-III J各 1単位を認定する大学における集中授業 ; 
しOICT就業体験:r 1 C T就業体験J1単位を認定する企業における集中授業 J 

附属坂戸高ICT人材育成
カリキュラム樹状図

(工学システムモデノサ

r'一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一、
ICT人材育成における学習目標

①創造的に ICTを利用するカ
Oコミュニケーションの力:プレゼンテーション・リーダーシップ・マネジメント
② ICTの課題を見つける力
0社会で利用されている 1Tの良し悪し等、改善点の指摘、諸問題の解決
③ ICTシステムに関する理解と活用を図る力
Oコンピュータの原理や特性、可能性 Oハードウェア理解 Oソフトウェア理解
L O基本的な知識・理論の習得

一一一一一一一一一一一一一-ー...J
ICTプロスペクト(prospect:見通し、予想、期待)

O活動の目標「数年後に主流となる技術を信ぴょう性に留意して予想する活動を通して、
技術の動向を正しく見通せる能力や ICTの諸課題を見つける力を習得す
るとともに、創造的に ICTを利用する力を育成するoJ 

02年次 r1 C Tプロスペクト基礎J: 3年後に主流となる技術をレポート
03年次 i1 C Tプロスペクト応用J: 5年後に自分が作り上げたい技術をレポート

図 1 本校 ICT人材育成のイメージ
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3 )場所:アビリティ株式会社 東京本社(文京区本

郷2了呂27番20号本郷センターピル5F)

4)指導者:総務課長・田平和賞講師

代表取締役・飯島降充副講師

5)対象学年学年(定員:6名)

6)単位認定 ICT就業体験において所定の指導目

標-を達成した者には、時間割外学校設

定科目 r1 C T就業体験」として l単

位を認定する。

( 3 )平成 21年度の活動計画

表 1に平成21年度の活動計画を示す。

表 1 平成21年度の活動計画

日時曜日 内 容 実施先

5/14(木) 事前打合せ:実施日程・内容の打合せ、受入依頼(受入の承諾を得る:7/27----31) アビリティ

15:00'" 16:30 株式会社

5/27(水) 事前指導: rrCT就業体験j 説明会 CAD室
16:15'" 16:45 

6/25(木) 事前打合せ:実施内容・担当者の調整 アビリテイ

15:00"-' 16:30 株式会社

7/17(金) rICT就業体験]に向けての直前指導(就業体験の心構え及び諸注意) CAD室
12:00'" 13:00 

7/27(月) 講義①企業の概要について(見学含む)②社会生活について③働くことについて一作文 アピリティ

9:00"" 17:45 作成③経営について⑤自己紹介(紹介表作成・発表) 株式会社

7/28(火) 講義①社会・企業が求める人物像、必要とする人物像②会社で働くために必要なこと アビリティ

9:00""17:45 ③働くって何?社会人って何? 株式会社

実機研修①ドヴトインハ.クトプリント分解・組上

7/29(水) 講義①人.~製造・悦び アピリティ

9:00""17:45 実機研修①ドットインJ¥.クトプリント分解・組上②同7"リント分解・組立タイムトライアル③PCBIOS研修 株式会社

④PC分解・組上講習ICT就業体験

7/30(木) 実機研修①PC分解・組上②アカウント追加③タイムトライアル(3人1組、 2人1組) アビリティ

9:00"-'17:45 株式会社

7/31(金) 実機研修①PC分解・組上(1人) 講義①働くことについてー アピリティ

9:00"-'17:45 作文作成②1週間のまとめ感想文発表③総評 株式会社

8/4(火) 日誌・アンケートの提出

9:00"" 16:00 

5.筑波大学 ICT合宿:大学との連携

ICT合宿において所定の指導目標を達成した者に

は、時間割外学校設定科自 r1 C T実践 1J、 r 1 C T 

実銭IIJ rICT実践illJとして各l単位を認定する。

(1) rrCT実践rJ 教科「情報」の時間割外学校

設定科目として開講

1 )白的:①高校の授業では経験できない知識・理論

の修得を図る。

②生徒がアイデア・スキルを発揮すること
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CAD室

により、独創性の向上を留る。

③グループで課題に取り組むことによっ

て、コミュニケーションや協調する能力

を育成する。

④筑波大学や大学で学ぶ雰囲気を体験する

ことにより、最先端で活躍する研究者と

交流を持つことによる人間性の向上を図

る。

2)内容:①「教育用計算機システム使用の手引きj

をベースにした COINS計算機システム



環境入門

・エディタ(Emacs)や文書整形システム

(LaTeX)を体験し， COINS環境での計

算機の取り扱い.特にUNIXオペレーテ

ィングシステムの操作を学ぶ

②プログラミング入門

. Processing言語を使い、プログラミン

グとコンビュータグラフィックス(CG)

の初歩を体験する。

3) 日時:平成21年8月24日(月)""' 2 8日(金)

・スケジュール

午前 (9:00"-'13:00) 午後(]4:00"-' 18:00) 

24日 COINS環境入門

25日 COINS環境入門 プログラミング入門

26日 プログラミング入門 プログラミング入門

27日 プログラミング入門 プログラミング入門

28日 学内見学

4)参加生徒年次 (6名)、 2年次 (2名)

(2) rI CT実践IIJ 教科「情報」の時間割外学校

設定科目として開講

1 )目的:Web~- ビスを構築する作業を一通り体験

することによって、情報技術に関してより

深い理解を得るとともに、既存の技術を部

品として用い新しい価値を生み出すという

着想力、応用力を培う。

2)内容:① r1 C T実践 1Jの復習

-エディタ (Emacs)等COINS環境で

の計算機の取り扱い方を復習する。

. COINS環境入門のテキストと課題を確

認する。

②WW¥Vサービス構築

.PHPというプログラミング言語につい

て学ぶ。掲示板サービス、データ処理

・表示機能、グラフィックス付きペー

ジの作り方を知る。

3) 日時:平成21年8月24日(月)"-' 2 8日(金)

・スケジュール

午前 (9:00'"13:00) 午後 04:00"-'18:00) 

24日 COINS環境復習

25日 COINS環境復習 WWWサービス構築入門

26日 WWWサービス構築入門

27日 WWWサービス構築入門

28日 学内見学(※ ICT実践 Iと同じ)

4 )参加生徒:2年次(1名)

5 )場所:筑波大学情報学群情報科学類

全体説明会:第3エリアB棟2階3B202

演 習:第3エリアC棟2階3C205

修了式:総合研究棟B1 0階1001

6)指導者:筑波大学情報学類情報科学類教授・院生

山口 喜教教授(情報科学類長)

志築 文太郎講師(情報メディア創成学

類/情報科学類)

T A:照屋 (24日午後、 25日午前)

小西、川野 (24日午後、 25日、 26日午

小久保 (25日午後"'-'28日午前(全日)) 

本校卒業生情報学群4年

堀、野上 (26日午後)

鈴木、村田 (27日午前)

韮津、藤原 (27日午後)

7)評価 :0"'-'5を、主体的に学習に取り組んだかを

「レポート、作品、授業態度、生活態度」

で評価する。

6.筑波大学 ICT体験セミナー:大学との連携

1 )目的:①早い時期から大学での授業を体験するこ

とで、進路選択の参考となる。

②最新の科学技術を体験することで、理工

系分野への興味・関心が深まる。

2 )内容:①コンビュータグラフィックスを活用した

プログラミング理論・演習

②自由作品の制作・発表会

※演習・実習は、大学院生によるマンツ

ーマン形式での指導となる。

3) 日時:平成21年7月28日(火)

10:00"-'17:00 

7月29日(水)

9:00"-'16:00 

4)場所:筑波大学工学システム学類

5)参加生徒:2年次 (5名)， 3年次 (3名)

7.アンケート結果

今回実施した、 SPPを活用した ICT人材の育成の

達成度をアンケート結果から検証することにする。
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図2に理科・数学に関する質問に対する ICT合宿終

了特における結果を示す。各質問事項とグラフ中の略称

との対応を以下に示す。

質問 1 理科・数学に対する意識の変化(意識変化)

質問2:面白かった(面白い)

質問3:自分なりに理解できた(理解度)

質問4:科学技術や理科・数学に対する興味・関心が

増加した(興味関心)

質問5:理科・数学について、知りたいことを自分で

調べてみようと思うようになった(自発性)

国2 理科・数学に関する質問

自発性
図あった

興味関心 箇たどちらかといえばあっ

理解度
塑どちらともいえない

感どかちっらたかといえばな
面白い

湿なかった

意識変化

。，. 20% 40% 60% 80% 1∞% 

図2 理科・数学に関する質問

グラフに見られるよう全体的に良い結果が出ている

が、これは5日間大学で寝食を共にしながらプログラミ

ング取り組む実習の効果が表れたと考えられる。

図3に質問1に対する ICT就業体験の開始時(1回

目)と終了時 (2回目)における結果を示す。グラフか

らかなり改善されたことが分かるが、これも 5日間の I

T金業における就業体験の賜であろう。

図3理科・数学に対する:1:織の変化について

1閉包

2題目

題受a腕から好きだった
し、受講後はより好きに
なった。
.受諸費11から好きだった
が、受a後もあまり変
わらない。
・受..前から好きではな
かったが、受議後は好
きになった。
溺受締約から好きではな
かったし、受講後もあま
り変わらない。
殴その他

側 20弘 40唱 60弘 80司 100出

図3 理科・数学に対する意識の変化について

図4に習得した力に関する質問に対する ICT合宿終

了時における結果を示す。各質問事項とグラフ中の略称

との対応を以下に示す。

質問6:他生徒の意見を互いに尊重しながら積極的に

話し合いに参加する力を習得できた(話し合い)

質問7:他生徒と役割分担をしながら共同で作業する

力を習得できた(共同作業)

質問8:試行錯誤を繰り返して課題解決につなげる方

法あるいは能力を習得できた(課題解決)

質問9:他の生徒の前で意見発表を行う方法あるいは

能力を習得できた(意見発表)

質問 10:課題についてレポートを作成する方法ある

いは能力を習得できた(レポート)

臨4 習得したカ!こ関する質問

レポート

寸

意見発表

樺題解決

共開作業

話し合い

。，. 20% 40唱 60唱 80世 1似玲

闘習得できたと思う

園少し習得できたと思う

・あまりそう思わない

閣全くそう思わない

隠そのような場面がな
かっfこ

思4 習得したカに関する質問

グラフに見られるよう全体的に良い結果が出ている

が、共同作業や話し合いの項目が低いのは、直接的な対

話より携帯電話を通した繋がりを重視する最近の生徒に

見られる反応であろう。

図5と6に質問6と10に対する ICT就業体験の開

始時と終了時における結果を示す。グラフからかなり改

善されたことが分かるが、話し合いの項目が高くなった

のは、就業体験では共同作業が多く、話し合いができな

ければ仕事ができないと言うことであろう。今日の生徒

には就業体験は欠かせない学習内容であると言える。

廼5互いを尊重しながら話し合うカが奮得できたか

1田昌

2国島

師 2倒 40也 6叫 B倒 1似鴻

回習得できたと思う

・少し膏得できたと思う

Eあまりそう思わない

題全くそう思わない

図そのような場面がな
かった

図5 互いを尊重しながら話し合う力が習得できたか

qo 
p
D
 



1M6 レポートを作成するカが習得できたか

1題目

2fi芸呂

。也 20拡 40首 60弘 80弘 100唱

Z書留得できたと患う

趨少し習得できたと思う

箇あまりそう思わない

圏全くそう思わない

霊童そのような場面がな
かっTこ

図6 レポートを作成する力が習得できたか

関7に進路に関する質問に対する ICT合宿終了時に

おける結果を示す。各質問事項とグラフ中の略称との対

応を以下に示す。

質問 11 進路について考えるようになった(進路)

質問 12:将来、科学関連の職業に就きたい(将来)

質問 13:進学あるいは就職の目的や意義について改

めて考えるようになった(進路目的)

質問 14:志望する学部・学科、専門学校、就職を希

望する業種・職種は明確になった(進路先)

質問 15:志望する進路に関する様々な情報を集めよ

うと考えるようになった(進路情報)

進路情報

進路先

進路目的

将来

進路

国7進路に関する質問

「一一一一四一一一一一寸一一一1

J 

。弘 20% 40% 60% 80弘 100協

図以前から考えていた
が、より考えるように
なった

・以前は考えていな
かったが、考えるよう
になった

・とくに考えるようには
ならなかった

図その他

図7 進路に関する質問

グラフに見られるよう全体的に良い結果が出ている

が、進路情報の項目がやや低いのは、まだ先のことと捉

えているからであろう。

図8に質問 15に対する ICT就業体験の開始時と終

了時における結果を示す。グラフからかなり改善された

ことが分かるが、進路情報の項目が高くなったのは、就

業体験では企業情報についても学んでいるので、情報収

集の大切さを身をもって知ったと言うところであろう。

密8 進学・就織の進路に関する情報収集について

1自白

2回目

。弘 20弘 40私 60現 80也 100弘

図以前から考えていた
が、より考えるように
なった
図以前lま考えていなかっ
たが、考えるようになっ
た
国とくに考えるようにはな
らなかった

図その他

図8 進学・就職の進路に関する情報収集について

8.まとめ

文部科学省による ICT人材育成プロジェクト研究は

終了したが、 r 1 CT人材の育成j は本校工学システム

.情報科学系列において取り組んでいかなければならな

い重要な課題である。

今回は、 sppによる連携を活用した ICT人材の育

成として、企業との連携である r1 C T就業体験J、大

学との連携である r1 C T合宿j、 r 1 C T体験セミナ

ー」を取り上げた。

アンケート結果に見られるよう全体的に良い結果が出

ている。これは、 5日間大学で合宿形式で寝食を共にし

ながらプ口グラミング取り組む r1 C T合宿Jの効果が

表れたと考えられる。また、 r 1 C T就業体験j では共

同作業が多く、話し合いができなければ仕事ができない

ので、共同作業が苦手な今日の生徒には欠かせない学習

内容であると言える。実施嵐景写真を以下に示す。
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